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短期大学における秘書科の変遷過程 に関す る研究
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1．研究の 目的と背景

　本研究は 、 短期大学におい て ⊥980〜⊥990 年代に量

的拡大を遂げた 秘書教育の 特徴を学科の 変遷過程 か

ら検討する こ とが目的で あ る。

　従来、大学教育にお い て 国家資格等に 関連する学

部 以 外 で は、職業的要素 は 教育 目標 と して 考慮 され

るこ とはあま りなか っ た、しか し、平成 23 年 4 月施

行予 定の 大学設置基準の改正 に よ り、短期大学の み

な らず大学にお い て も 「学生が卒業後 自らの 資質を

向上 させ 、社会的及び職業的 自立 を図 る た め に必 要

な能力を 、 教育課程 の 実施及び厚生補導を通 じて培

う」 こ とが 要求されるよ うにな っ た、占本 （2001）

は、大学教育における教育 日標の 発展 ・進化を学部

名称 の 消長か ら検討 して い る。村澤 （2009）は 、学

部 の 存続期間を分析し、家政系学部の 存続率が他学

部 に比 べ 低 い こ とを指摘 して い る。こ の よ うに、マ

ク ロ な視点 にお い て 大学の学部を対象 とした名称の

消長や存続期間に 関す る 研究は 見 られ る が、ミ ク ロ

な視点で、ま た 短期大学 を 対象 と した 研 究 は あ ま り

見当たらない 。

　職業的要素を教育目標と して掲げ る場合、労働市

場 の 変化や対応につ い て も見逃す こ とはで きない 。

対象 とす る労働市場 を 限 定する こ とで 、人材育成の

た め の 教育 目標は よ り明確にな るが、労働市場 の 動

向が変化 した り、多様化 した り した場合、柔軟に対

応する こ とが 困難 になっ て くるとい うジ レ ン マ も生

じて くる。

　秘書科は、「秘書 」 とい う具体的な職業名を学科 の

名称に使用 しなが らも、秘書職 の た め の 養成課程 で

はなく、企業 で働 く女性に必要な最低 限の 職業人 と

して の 技術や能力を育成 して い た とい う特徴を持っ

て い る。

　短期大学にお い て 国家資格に 関連 しない 、し か も

専門職 として 確 立 しなか っ た、い わば職業に直結 し

ない職業教育を行っ て い た秘書科とい う
．．一

学科の変

遷過程 の 事例を検証す る こ とで 、職業教育を取 り入

れ た学科の 消 長 メカ ニ ズ ム を探る
．一

助 に な る もの と

考 えられ る。 また 、 秘書教育で育成され る 「礼儀 ・

マ ナー
」 （注 1）などの 能力育成は、今日的課題で ある

職業人 として の 基礎的、汎用的な能力 として も活用

で きるもの と考え られる，

　そ こ で、本研究で は 以下の 課題に つ い て検討 して

い きた い。

1 ）学科消長の 輔幾と要因

　　学科の 転機は い つ ごろどの ような理由で 生 じた

　　の か
。 転機で はどの ような改革 が 行われ た の か。

2）人材育成 H標の 変化

　　秘書科開設時から現在、も しくは改組後 、人材

　　育成口標は どの よ うに変化 した の か。また、秘

　　書教育を象徴す る 「秘書実務」 で育成され て い

　　た 「礼儀
・

マ ナ
ー

」 な どの コ ン ピテ ン シー
は ど

　　の ように 変化したの か 。

3 ）秘書科 日担当教貝 の 経歴 と処遇

　　学科に所属する教員の 中で 実務経験者 は どれ く

　　らい い るの か
。 また、秘書科閉鎖後、秘書科 目

　　担当教員は どの よ うな対応を迫られ た の か。

2 ．分析の 方法

　秘書科、秘書専攻を開設した短期大学は 1993年に

は 28 校まで 拡大 したが、18 歳人 口の 減少 に呼応す

る か の ように そ の後激減し、2010年に は 4校のみ と

なっ て い る。ピー
ク時の 28校 を秘書科

・専攻 開設時

か ら現 在 の 学科名 の 状況 をみ る と  「秘書 → 秘書 」

（4 校）、  「秘書→ ビ ジ ネス 」 （11 校）、  「秘書

→ 地域総合科学科」（3校）、  「秘書→ 四 大」（4校）、

  「秘書→ 廃止 」 （6 校） の 5 つ にタイ プ に分けるこ

とが で き る。こ こ で は、短期大学 に お け る学科 の 変

遷を検証す るこ とが 目的 で あるた め、秘書科 を存続

して い る タ イ プ  と、秘書か ら ビ ジネス に改組 した

タイプ  、そ して秘書か ら地域総合科学科に改組 し

たタ イ プ  に着目する こ とにする。こ の 3 つ の タイ

プを比較検証す る こ とで 変化の 過程を明 らかに した

い。

研究方法 と して は、こ の 3 つ の タイプの 典型 とな

る短期大学関係者に それぞれ訪問調査 を行い 、半構

造化面接を行 っ た。

3 ．秘書教育に関わ る組織 ・団体

　秘書科は 、労働市場（需要サイド）か らの要求によっ

て 生まれたとい うよ りも、短期大学関係者 （供給サイド）

の 必 要性 に 迫 られ 生 まれ た とい う経緯 が あ る （江藤

2009a）。 家政科の 行き詰まりに より、学生募集の 次なる

戦略として新たな領域を確 立 するこ とに意欲 的だっ た

一
部の 短大関係者は 、秘書科の 設置認可の た め の 活

動 だ けに止 まらず 、資格発行団体や学会も設 立 し、そ

の教育内容の 普及 に力を入れ た。短期大学を中心 に

展開した秘書教育に関わる組織 団体の 流れを示した

の が 図表1で ある。
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図表 1 秘 書教育 に 関わる組織 ・団体 の流れ
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秘 書士 」認定制度 開始 ＿L

1980（昭 和 55） 文 部 省 短 大 に 「秘 書 科 」設置認可

研究

1981〔昭 和 5ω

「目本秘書学会 」設 立

資格認 定

1994（平 成 6｝

「全国大学 ・短期大学 実務教育協会」に 改組

1996（平 成 8）

「日 本ビジネス 実務学会」名 称変 更

秘書など新たな労働需要を考慮した教育プ ロ グラム

の 展開 も行 っ て い る。

　教員構成も実務家出身者が約半数占め て い る が、

学部卒の 教員の 中には勤務しなが ら大学院に 通い 、

学位を取得 した者もい る。「秘書実務1 で は、マ ナー

や敬語だけで なく、組織人 として の 態度能力を育成

するため に、授業外の イ ベ ン トなどに よ る実践的な

プ ロ ジ ェ ク トワ
ー

ク と連携させ ながら授業内で の 演

習も行 っ て い る。科 目名は 「秘書実務」の ま ま だ が、

内容は 「礼儀 ・マ ナ
ー

」 の み に偏る こ となく、組織

人 として必 要な能力、プ ロ ジェ ク トチーム の 運営に

必要なチ
ーム ワ

ー
クなどの 能力育成が行われて い る。

（調査分析 の 結果 な どの 詳細は、当 日の 配布資料を

参照くだ さい
。 ）

2003（平成 15｝

「全 国大学実務 教育協会」名称 変更

注）公式 文書、各団体の 資料ならびにデー
タより作成，

｛rP 兀ド 内 は

現 nt’ft 名 称

　女性労働市場 の 変化 により、「秘書 」とい う名称が時

代 に合わ なくな っ たこ とで、短 大秘書教育の 母体となっ

て い た 日本秘書学会は、1996 年に 日本ビ ジネス 実務

学会 へ と名称変更し、領域拡大を図っ てい る。こ の 学

会名が変更された 1996年 以 降に、同様 に秘書か らビ

ジネス へ と学科名を変更した短期大学は 12校あっ た。

4 ，教育プロ グラム 改革による学科存続

　秘書科を存続させ て い る短大 4 校 は、す べ て 関西

より西に位置す る地方女子短大 で ある。4 校 とも短

大 で あ りなが ら 「．．h級秘書士 」 （注 2）の 資格取得を 目

指 し、「礼儀 ・マ ナ
ー

」 教育に力を入れて い る。 また、

「秘書実務」 など秘書関連科目を担当して い る教員

は全員女性 の 専任教員 で ある。

　A 短大 は、秘書科開設 当初は、女子 短大生 に 「秘

書」 とい うイ メージ を掲げた ワ ン ラ ン ク上 の 事務職

育成教育を行っ て い たが、女性の労働市場の変化に

合わせ 、従属的な女性か ら 21世紀に生 きる自立 した

「課題探求能力」 の あ る人材育成 へ と教育 目標を変

化させ て い る 。 秘書科とい う学科名 は現在 も継続し

て い るが 、教育プ ロ グラム の 内容はプ ロ ジ ェ ク トワ

ー
ク やプ レゼ ン テ

ー
シ ョ ン など、人 と関わ りあい な

が ら積極的に行動した り、自己表現を適切 に行っ た

りす る こ とが で き る女陸の 育成 へ と変化 して い る。

　ま た、地域社会の 人材育成と して の 短期大学の 役

割も果た して お り、 地元医師会 の 要請により、医療

【注11

）江藤 （2009b）で は、短大 ・秘書科で は、ワ ン ラ ン ク 上

の 女腔事務職 の 育成 を 目指 して い たが、実際は 「補助事

務」 人材を育成 し、「礼儀 ・マ ナ
ー

」、「IT ス キル 」 とい

　う秘書に必 要な 2 大ス キル を在学時に育成 して い るこ と

を明 らか に した。

2 ＞全 国大学 実務教育協 会に加盟 して い る大 学 ・短大 で の

み取得が でき る資格である。協会認 定校は、単位 の 科 H

申請 の み な らず、シ ラバ ス や必修科 目担 当教員の 内容 審

査も行い 、申請後も適切に規定の 科 目が運 用されてい る

か 定期的 に 点検を行 うシ ス テ ム を有 して い る。秘書士 は、

規定の 科 目 泌修 科 目・選択科 目）20 単位以 ヒ、．E級 秘

書士 は規定科目 40 単位以上 の単位を履修 しなければな

らな い 。また、上 級秘 書士 の 認可校 にな るためには、秘

書関連科 目を担 当する 教員を 2名以上配置 しなけれ ばな

らな い 。平成 21年度の 資格取得者は、秘 書士 1
，
774入 （s49

〜H21累計 325，202人）、上級秘書士 924人 （H6〜H21累

計 37，442人）で ある。
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